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2自額達成計画
事業所名:グループホームハートフル

作成日:令和3年11月15日

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
自標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、僅先して取り組む具体的な計画を記入
します。

【目標連成計画}

優先 項目
現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み肉容

目標達成に
順位 番号 要する期間

域コロのナ一補員やと立して地の条日件常に的困な難交な流状に況工が夫あをる期が待、地す 近と共隣に地、区近の隣自地治区会のか方ら々のへごグ意ル見ーをプ定ホ期ー的ムにで頂‘のく い.2てヶ月、自に治1回会開長催へさ書れ面てのい郵る送運や営電推話進連会絡議等にをつ行

2 ると共に、コロナ感染の収束時には新たな地域と 活動を知って頂く。 い推進会議へ意見を頂く。
12ヶ月(2) の付き合いを模索していただきたい。

火災や地震、水害等の災害時1::1ま近隣地域との I、ートフルとして近隣地域へ協力できる範囲の決 .，、ートフル肉にある防災委員会を中心に災害が
協力関係が是非必要である。災害時に地域と事 定する。(何をどこまで地域の方へ提供できるの 発生した時の近隣地域を含めた想定を行い、住

2 
35 業所が連携することのできる体制を十分に築か かを確定) 民の受け入れや物資の確保について原案を作

12ヶ月(13) れることを期待したい。 る。

3 ケ月

4 ヶ月

5 ケ月

注)項目の欄については、自己評価項目のNo.を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。
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